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特
別
区
議
会
議
長
会
は
、
令
和
9
年
度
の
国
の
施
策

及
び
予
算
編
成
に
向
け
た
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

要
望
内
容
は
、
各
区
議
会
議
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
項

目
を
も
と
に
、
7
月
の
議
長
会
総
会
で
決
定
さ
れ
た
も

の
で
す
。

特
別
区
議
会
議
長
会
の
土
屋
準
会
長
（
港
区
議
会
議

長
）、
渡
辺
清
人
幹
事
（
新
宿
区
議
会
議
長
）、
石
川
ナ

オ
ミ
幹
事
（
世
田
谷
区
議
会
議
長
）
が
8
月
3
日

（
月
）
午
前
に
財
務
省
及
び
総
務
省
を
訪
問
し
、
要
望

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
午
後
に
土
屋
会

長
、
渡
辺
幹
事
、
石
川
幹
事
、
川
北
直
人
幹
事
（
江
東

区
議
会
議
長
）
が
国
土
交
通
省
を
訪
問
し
、
要
望
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

1
　
財
務
大
臣
あ
て
要
望

片
山
さ
つ
き
大
臣
と
面
談
し
、
①
不
合
理
な
税
制
改

正
の
是
正
及
び
地
方
税
財
源
の
充
実
強
化
、
②
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
の
抜
本
的
見
直
し
、
③
下
水
道
事
業
等
に

お
け
る
地
方
公
共
団
体
へ
の
国
の
積
極
的
な
支
援
の
3

項
目
を
要
望
し
ま
し
た
。

土
屋
会
長
か
ら
、
法
人
住
民
税
の
一
部
国
税
化
や
地
方

消
費
税
の
清
算
基
準
の
見
直
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
等
の

不
合
理
な
税
制
改
正
が
行
わ
れ
、
特
別
区
の
貴
重
な
税

源
は
一
方
的
に
奪
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
首
都
直

下
地
震
へ
の
備
え
や
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
等
、
膨

大
な
財
政
需
要
を
抱
え
て
お
り
、
財
源
の
確
保
は
不
可

欠
で
あ
る
。
特
別
区
を
は
じ
め
、
地
方
自
治
体
が
責
任

を
持
っ
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、

地
域
間
の
税
収
格
差
是
正
を
限
ら
れ
た
地
方
税
財
源
の

中
で
配
分
調
整
す
る
の
で
は
な
く
、
国
の
責
任
に
お
い
て

行
う
べ
き
で
あ
る
等
、
要
望
の
趣
旨
を
説
明
し
ま
し
た
。

片
山
大
臣
か
ら
は
、
特
別
区
は
特
別
な
こ
と
が
で
き

る
自
治
体
だ
と
い
う
こ
と
は
よ
く
分
か
っ
て
い
る
。
住

民
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
社
会
関
係
の
予
算
も
増
え

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
給
食
無
償
化
な
ど
、
特
別
区

の
対
応
は
早
く
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
私
は
思
う
が
、

周
囲
か
ら
見
た
ら
財
政
上
の
こ
と
が
ど
う
し
て
も
あ

る
。
だ
か
ら
、
お
互
い
が
気
持
ち
よ
く
歩
み
寄
れ
る
方

法
を
考
え
る
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
る
し
、
少
し
の

き
っ
か
け
で
も
災
害
支
援
な
ど
を
特
別
区
が
進
ん
で

行
っ
た
り
す
る
と
違
う
の
で
は
な
い
か
。
等
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

2
　
総
務
大
臣
あ
て
要
望

原
邦
彰
事
務
次
官
と
面
談
し
、
①
不
合
理
な
税
制
改

正
の
是
正
及
び
地
方
税
財
源
の
充
実
強
化
、
②
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
の
抜
本
的
見
直
し
、
③
シ
ス
テ
ム
標
準
化

に
係
る
デ
ジ
タ
ル
基
盤
改
革
支
援
補
助
金
の
制
度
見
直

し
、
④
巨
大
災
害
発
生
に
対
す
る
対
応
体
制
整
備
の
4

項
目
を
要
望
し
ま
し
た
。

土
屋
会
長
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
る
住
民

税
の
減
収
額
は
大
幅
に
増
額
し
て
お
り
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
対
す
る
影
響
が
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
制

度
本
来
の
趣
旨
に
沿
っ
た
見
直
し
を
早
急
に
行
う
等
、

要
望
の
趣
旨
を
説
明
し
ま
し
た
。

原
事
務
次
官
か
ら
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
話
と
い
う

の
は
、
制
度
と
し
て
返
礼
品
が
も
と
も
と
あ
っ
た
わ
け

で
は
な
く
寄
付
し
て
も
ら
っ
た
ら
感
謝
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
て
功
罪
両
面
あ
る
と
思
う
が
、
や
は
り
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
が
本
来
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
趣
旨
で
は
な
く
、

明
ら
か
に
カ
タ
ロ
グ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
我
々
も
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
だ
け
じ
ゃ
な
く

て
、
ポ
イ
ン
ト
廃
止
に
踏
み
切
っ
た
。
現
状
も
、
自
治

体
が
サ
イ
ト
へ
支
払
う
手
数
料
を
下
げ
さ
せ
る
こ
と
に

つ
い
て
、
調
整
を
進
め
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
、
是
非
、
皆
さ
ん
と
連
携
し
て
、
制
度
本
来
の
あ

る
べ
き
姿
に
戻
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
等
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

3
　
国
土
交
通
大
臣
あ
て
要
望

佐
々
木
紀
副
大
臣
と
面
談
し
、
①
航
空
機
の
安
全
確

保
、
②
鉄
道
の
連
続
立
体
交
差
事
業
の
一
層
の
推
進
、

③
事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
支
援
、
④
下
水

道
事
業
等
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体
へ
の
国
の
積
極
的

な
支
援
の
4
項
目
を
要
望
し
ま
し
た
。

土
屋
会
長
か
ら
、
大
規
模
災
害
発
生
後
に
は
、
被
災

自
治
体
は
速
や
か
に
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
や

着
実
な
事
業
実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

国
土
交
通
省
で
は
、
自
治
体
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
目

標
や
手
順
等
の
指
針
と
な
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し

て
い
る
が
、
自
治
体
に
お
け
る
事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り

計
画
の
取
組
状
況
は
復
興
体
制
や
手
順
の
検
討
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
被
災
後
の
迅
速
な
復
興
に
向
け
て
、
防

災
・
安
全
交
付
金
の
拡
充
、
自
治
体
へ
の
技
術
的
助
言

等
、
要
望
の
趣
旨
を
説
明
し
ま
し
た
。

佐
々
木
副
大
臣
か
ら
は
、
熊
本
地
震
も
あ
っ
て
、
全

国
的
に
も
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
関
す
る
関
心
と
い
う
の

は
高
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。
特
に
首
都
直
下
、
南
海
ト
ラ
フ
と

言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
該
当
す
る
地
域
の
皆
さ
ん
に
は

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
財
政

支
援
、
技
術
的
支
援
を
国
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
の
で
、
い
た
だ
い
た
現
場
の
声
、
今
日

い
た
だ
い
た
ご
意
見
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
後
進
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
等
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

※�

そ
の
他
の
各
省
庁
に
は
、
事
務
局
が
要
望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

「
令
和
9
年
度
国
の
施
策
及
び
予
算
に
関
す
る
要
望
」

の
本
文
は
、
特
別
区
議
会
議
長
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。（w

w
w
.tokyo23city-gichokai.jp

）

特別区議会議長会、
国に対し要望活動を実施

～令和9年度　国の施策及び予算に関する要望～
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特
別
区
議
会
議
長
会
会
長

　
　
　港
区
議
会
議
長

　土
屋

　準

令
和
8
年
6
月
に
、
特
別
区
議
会
議
長
会
会
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
港
区
議
会
議
長
の
土
屋
準
で
ご
ざ
い

ま
す
。

特
別
区
議
会
議
長
会
で
は
、
国
に
対
し
て
、
令
和
9

年
度
に
向
け
て
不
合
理
な
税
制
改
正
の
是
正
や
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
、
要
望
を
行
い
ま

し
た
。
片
山
財
務
大
臣
な
ど
に
直
接
要
望
書
を
手
交

し
、
私
ど
も
の
意
見
に
ご
理
解
を
い
た
だ
く
と
と
も
に

特
別
区
へ
の
オ
ー
ダ
ー
も
示
さ
れ
る
等
、
た
い
へ
ん
有

益
な
活
動
が
で
き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

● 

土
屋
特
別
区
議
会
議
長
会
会
長
コ
メ
ン
ト

さ
て
、
特
別
区
は
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
社
会
保

障
・
子
育
て
支
援
の
拡
充
、
切
迫
す
る
首
都
直
下
地
震

へ
の
備
え
や
激
甚
化
す
る
風
水
害
対
策
な
ど
、
多
岐
に

わ
た
る
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
区
民
の
代
表
で
あ

る
各
区
議
会
は
、
行
政
と
一
体
と
な
っ
て
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
各
区
が
共
同
で
立
ち

向
か
う
べ
き
広
域
的
課
題
も
多
く
、
各
区
議
会
を
代
表

す
る
議
長
が
一
堂
に
会
す
る
議
長
会
の
役
割
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
区
議
会
議
長
会
は
、
国
、
東
京
都
、
特
別
区
長

会
と
緊
密
に
連
携
し
、
区
民
の
安
全
と
安
心
の
た
め
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）
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令和9年度 国の施策及び予算に関する要望先・要望事項

要　望　先 要　望　事　項

総 務 大 臣

１　�不合理な税制改正の是正及び地方税財源の充実強化を
求める要望

２　ふるさと納税制度の抜本的見直しに関する要望
３　�システム標準化に係るデジタル基盤改革支援補助金の制
度見直しを求める要望

４　巨大災害発生に対する対応体制整備を求める要望

財 務 大 臣

１　�不合理な税制改正の是正及び地方税財源の充実強化を
求める要望

２　ふるさと納税制度の抜本的見直しに関する要望
３　�下水道事業等における地方公共団体への国の積極的な

支援を求める要望

国 土 交 通
大 臣

１　航空機の安全確保を求める要望
２　鉄道の連続立体交差事業の一層の推進を求める要望
３　事前復興まちづくり計画の策定支援を求める要望
４　�下水道事業等における地方公共団体への国の積極的な

支援を求める要望

以下の要望は、郵送により行いました。

厚 生 労 働
大 臣

１　�国民健康保険制度の持続可能性確保に向けた財政支援
制度への転換に関する要望

２　�民間病院の経営環境の改善と地域医療体制の維持に関
する要望

内閣府特命
担 当 大 臣
（ 防 災 ）

１　巨大災害発生に対する対応体制整備を求める要望

内閣府特命
担 当 大 臣
（地方創生）

1　�不合理な税制改正の是正及び地方税財源の充実強化を求
める要望

デ ジ タ ル
大 臣

1　�システム標準化に係るデジタル基盤改革支援補助金の制
度見直しを求める要望

復 興 大 臣 1　事前復興まちづくり計画の策定支援を求める要望

財務省　片山大臣に要望書を手渡す土屋会長（中央左）、
渡辺幹事（右）、石川幹事（左）

総務省　原事務次官に要望書を手渡す土屋会長（中央左）、
渡辺幹事（右）、石川幹事（左）

国土交通省　佐々木副大臣に要望書を手渡す土屋会長（中央左）、
渡辺幹事（中央右）、石川幹事（右）、川北幹事（左）


